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広域大気汚染・雷の静止衛星からの観測構想

Geostationary Observation of Atmospheric Chemistry and Lightning (GOAL)
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著者らはこれまで、静止衛星からの広域大気汚染などの大気化学現象と雷の気象学・大気化学などの観測を目指す、
Geostarionary Observation of Atmospheric Chemistry and Lightning (GOAL)衛星構想の提案活動を行ってきた。FY16から
JAXA/EORCにおいて、GOAL衛星構想のための衛星システムおよびセンサーの概念検討作業が行われている。その結
果、１年寿命の試験衛星・科学衛星によるデモンストレーション観測を前提にすると、これまで提案してきた、小型セン
サーによる観測が実現可能であることが明らかになってきた。ここでは、センサー概念検討、センサー実現性検討、ア
ルゴリズム検討、衛星システム検討などの、最近の進捗状況について報告する。


